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良質、多収のための水稲品種の施肥反応

斎藤正一・島田孝之助

（秋田県鳥試）

1．　ま　え　が　き

水稲品種は与えられた条件に反応して，それぞれ特

性に応じた様相を呈するが，その品種の特性に適合し

た良質，多収栽培法，とくに施肥面について明らかに

するため，レイメイ，トヨニシキを用い，窒素施肥の

反応，とくに生育・収量ならびに米質におよはす影響

を検討した。この試験は昭和44年に行なったがその

結果の概要を報告する。

2．　試．験　方　法

基肥最を窒素成分でn5晦／乱，0．8Kク／aの2段階

とし，これにそれぞれ穂首分化期，減数分裂期に窒素

nS晦／aの追肥を行ない，さらに1．1Kダ／乱の全量

基肥区を設けて試験を行なった。

調査は生育・収量に関する一般調査のほかに主とし

て穂揃期を中心に乾物生産および稲体水分を検討し，

あわせて米貨との関係を検討した。

5．試験経過の概要

昭和44年は田植後本田初期の生育が著しく遅滞し

て，分けつの発生もかなり後期におよび，それに伴っ

て出穂も平年に比べて約5日ほど遅れた。しかしとく

に供試品種の特性を乱すほどの影響はなかったものと

考える。

4．試験結果ならびに考察

1．形態形成に現われる施肥反応と品種特性

形態に現われる施肥反応を生育急がはゞ完成したと

みられる穂揃期を中心にみた。

まず出穂状況では両品種とも一般に多肥条件でおそ

く，穂首分化期追肥で遅れ，減数分裂期追肥では促進

するが，この傾向は少基肥（N O．5Kダ／a）ではトヨ子

シキが，多基肥（N n BKg／a）ではレイメイが大き

い（第1図）。

また穂揃期における生育状況を乾物重でみると，両
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第1図　生育ならびに収量における施肥反応

品種とも穂首分化期追肥で明らかに増加することが認

められ，乾物重に現われる施肥反応はトヨニシキが顔

著である。

この乾物重から繁茂状態をみるため，茎辞重と菓身

重に分けてみると，茎梓重，葉身重とも仝重とはゞ同

傾向を示すが薫身重への施肥の影響はレイメイに大き

い。

棟数確保についてみると，乾物重と同様に多肥条件

および穂首分化期追肥でそれぞれ増加傾向を示し，穂

数型のトヨニシキは穂重型のレイメイよりその反応が

大きく，葺型の特徴をよく表わしている。

また一棟粒数では積数と相反的傾向が認められ，穂

首分化期追肥で減少し，精粗歩合は茎数の多いトヨニ

シ牛が低く，穂首分化期追肥で低下する傾向を認めた。
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これらのことから形態的生育様相からみた施肥反応

は，レイメイでは某身を大きくするはかは他形質につ

いては変動少なく，トヨニシ牛は茎数の増減とこれに

ょる生育畳の変動が大きく，一徳粒数の動きも概して

大きい特徴がみられた。

2．稲体水分と収量構成要素の関係

徳荊期における乾物重と稲体水分との間には両品種

第1表　　各形質相互間の関係

とも正の関係がみられ，生育量の多いものほど水分が

高い傾向がみられる。

生育畳の大小は穂数に親制される面が大きく，水分

の高い稲ほど穂数増となっていることが認められた。

これは穂首分化期の追肥により一層明らかである（第

1表）。

組　　 合　　 せ　　 形　　 質
相　　　 関　　　 係　　　 数

レ　　　 イ　　　 メ　　　 イ ト　　 ヨ　　 ニ▲　　シ　　 キ

穂 揃 期 乾 物 重　 X　 穂　 摘　 期　 水　 分 0．8 5 1 ＊ n 7 0 2

蛛　 当　 り　 穂　 数　 X　 穂　 揃　 期　 水　 分 n 8 9 2 ＊ m 7 4 9

㌦ 当 り 仝 粒 数 ズ 1㌦　 当　 り　 棟　 数 8 9 5 9 ＊＊ n 9 5 5 ＊＊

扇已当 り全 粒 数　 ズ　 穂　 摘　 期　 水　 分 n 8 0 9 n 7 0 8

ナげ 当 り仝 粒 数　 ズ　 萱　　 熱　　 量 一 m 8 5 5 ＊ － n ‘5 1

登 熟 期乾 物 増 加量　 ズ　穂　 揃■　期　 水　 分 ー 0．8 8 7 ＊ － n 5 ロ9

萱　　 熱　　 量　 ズ　 穂　 揃　 期　 水　 分 － 0．9 5 7 ＊＊ 一 m 8 1 2

玄　 米　 零　 酷　 重　 ズ　 登　 熟　 歩　 合 8 2 8 8 8 8 5 5 ＊

玄　 米　 容　 酷　 重　 ズ　鴇　 精　 歩　 合 n 4 1 5 n 5 7 °

米　　　　　　 質 ）く　玄　 米　 琴　 帝　 重 － n l O d 一 m 9 4 5 ＊＊

米　　　　　　 質　 X　 出　　 穂　　 期 0．8 8 8 a d O l

米　　　　　　 貨 ）（ 諺　 当　 り　 積　 数 0．7 5 2 n 8 6 7

米　　　　　　 貨　 ズ　 平 均 一 線 粒 数 一 m 9 4 2 ＊＊ ・－ 0．5 2 8

米　　　　　　 質　 X　 萱　　 熱　　 量 一一m 4 0 7 － 0．9 2 1 ＊＊

玄　 米　 千　 粒　 望：ズ　 玄　 米　 容　 酷　 重 n 5 4 8 n d 8 4

玄　 米　 千　 粒　 重　 ズ　 鳴　 精　 歩　 合 n 8 4 5 ＊ n d 8 1

玄　 米　 千　 粒　 重　 ズ　 米　　　　　　 質 － 0．8 4 9 － n 7 9 8

注．第1図に示した5試験区について形質間の相互の関係をみたものである。

一方，穂数と㌦当り仝粒数には平行的な関係が認め

られ，これを穂揃期における水分との関係でみると，

水分の高い穂首分化期追肥で粒数確保がよくなされて

おり，減数分裂期追肥では穂揃期の稲体水分が低く，

出穂前の乾物生産に対して積極的な働きは認められな

い。

したがって両品種とも穂首分化期の高水分の状態で

穂数，粒数の増加が認められたが，稔揃期当時のトヨ

こシ牛は生育量は大きいがレイメイよりも低水分状態

であることが注目された。

坂上のように受容系の接得は穂首分化期の追肥によ

って拡大されるが，穂璃期の稲体水分が出穂後の乾物

生産に及ぼす影響をみるとこゝには負の関係がみら

れ・穂揃期に水分高く乾物量の大なるものは出穂後

の乾物生産が劣る傾向がみられた。

従来経験的に高水分を維持することは，萱熱量の進

行には好適条件として知られているが，この際穂首分

化期追肥による生育量，水分の増大は穂数もまた増加

させる面が大きいことから，44年の如く分けつ発生

の遅延した場合には，茎数増，とくに弱小茎の増発に

より，このことが誉熱期の乾物生産に対して不利に働

いているものと推察される。

以上の結果収量についてみると，レイメイは少基肥

では生育量の増大は収量増となる傾向がみられ，多基

肥になると減分追肥が萱熱の向上に働き増収した。

またトヨニッキは少基肥でも過繁茂の影響が著しく，

穂首分化期追肥で劣り，減数分裂期追肥による萱熱の

向上が効果的に働き増収したが，多基肥においては追
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肥の影響が判然とせず，少肥区に劣る傾向を示した。

5．米質に対する施肥反応

次にこのような生育相での施肥反応が米質にどのよ

うに反映しているかを検討するため，粒厚分布につい

てみると，レイメイは少基肥七は穂首分化期追肥で粒厚が

向上し，多基肥では減数分裂期追肥でその分布が高く

なることを認めたが，トヨニシキにおいては，少基肥

では減数分裂期追肥で粒厚を増し，多基肥では一般に

追肥で小粒が増加する傾向を認め，萱熟における窒素

反応のレベ′レはレイメイより低いことが推定された

（第2区Ⅰ）。
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第2図　施肥条件と粒厚分布

また仝粒数の過剰獲得は登熟最を低下させるという

一般的傾向にあるが，両品種とも穂首分化期追肥でこ

の傾向を大きくしており，萱熱量を構成する玄米千粒

重，萱熟歩合はそれぞれ蔵敷分裂期追肥で向上し，玄

米容積重，梅精歩合および見掛けの米質の向上につな

がることを認めた。

これらのことを施肥反応からみた生育相に関連して

検討すると，出穂の促進条件は米質を向上する傾向に

あり，一株当り穂数の増加や倒伏傾向はそれぞれ両品

種とも米質の悪化につながることがみられ，収量を穂

数のみに依存し，過度の分けつに期待するよりは，平

均一穂粒数を整えたほうが収量，米質の向上が期待さ

れる。

このためにはおおむね減数分裂期追肥が効果的で，

穂首分化期追肥は分けつ発生の遅れた年次的特徴も加

わり減収劣質の傾向を示した。またレイメイはトコニ

シキよりも窒素反応のレベ′レが高い。

5．　総　　　　　括

レイメイ，トヨニシキについて，窒素の施肥条件に

対する反応を生育状態ならびに米質について検討した

が，レイメイの形態形成に現われる反応は葉身を大き

くするほか他形質については小さく，出穂後の乾物生

産に現われる特徴および米質の変動が大きい。

トヨ二シ辛は茎数の増減を通して生育量に現われる

変化が大きく，後期の施肥反応はレイメイより小さい。

さらに収量構成要素の逢得状況からみて，トヨニシキ

における施肥反応の限界水準はレイメイより低いとこ

ろにあるものと推定した。

また一般に両品種を通じ，減数分裂期の追肥は出稔

を早め，登熟を良化してさらに米質の向上にもつなが

ることを認め，したがって施肥面からみた多収条件はそ

のまゝ良質条件となることを推定した。

そして粒数の確保は棟数のみに依存し，過度の分け

つに期待するよりも，平均一穂粒数を整えて萱熟の良

化をはかることが必要で，このような生育相に対応す

る施肥条件は，レイメイでは多基肥（n8KP／a）十戒

分追肥（85Kg／a），‘トヨニシ牛はレイメイに比べて

基肥水準ほやゝ低いところにおき，減数分裂期追肥を

行なうのが効果的であることを認めた。


